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クな帰属意識の方が， ロシア国民 （市民） としての帰属意識 （・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・）よりも強いことが指摘されており，ルースキー民族が，その他の民族
（とりわけイスラム教徒であるカフカス地方などの出身者）に対する排外主義の立場を示
す傾向も顕在化するようになった。これは，都市部における慢性的な労働力不足を抱える
ロシアにとって大きな問題となっており，多様な民族の調和に基づく「ロシア全体に共通
する市民としての自覚と精神的一体性の強化」を図る方針を明示した大統領が改めて制定
された。ここで示された「ロシアの国民（・・・・・・・・・・・・・・・）」の概念については，そ
の規定の是非を含めた論争が続いている。
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